
13�だいとう　2020（令和2）年11月号

記
号
の
見
方  

時
と
き  

所
と
こ
ろ  

内
内
容  

講
講
師  

出
出
演  

対
対
象  

定
定
員  

￥
費
用  

￥0
無
料  

持
持
ち
物  

券
整
理
券
配
布
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売

他
そ
の
他  

申
申
し
込
み
先  

問
問
い
合
わ
せ
先  

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス  

保
一
時
保
育
あ
り（
原
則
有
料
、申
込
要
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

き
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
政
策
課
☎
870
・
0
4
3
5
、
社
会

福
祉
協
議
会
☎
874
・
1

　

0
　

8
　

2　

「
食
用
油（
廃
油
）回
収
」終
了
の

お
知
ら
せ

　
大
東
市
消
費
者
問
題
研
究
会
に
よ
る
食

用
油（
廃
油
）の
回
収
は
、
終
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

問
生
活
安
全
課
☎
870
・
4
0
1
0

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
は
、控
除
の
申
告
に

必
要
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額

が
所
得
税
・
住
民
税
な
ど
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
で
す
。
控
除
の
申
告
に
は
日

本
年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

る
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控

除
証
明
書
」（
は
が
き
）な
ど
の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
10
月
1
日
以
降

に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
人
は
、
翌

年
２
月
に
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
も
、
納
付
し
た
人
の
所
得
税
な
ど

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、

ご
家
族
の
控
除
証
明
書
が
必
要
で
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の

補
充
を
し
ま
し
た

　
10
月
1
日
付
け
で
、
民
生
委
員
児
童
委

員
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

南
郷
地
区

芝
直
美（
氷
野
4
丁
目
2
‐
60
）

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
の
福
祉

に
関
す
る
こ
と
や
児
童
問
題
な
ど
に
つ
い

て
、
地
域
に
お
け
る
最
も
身
近
な
相
談
者

と
し
て
、い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
に
応
じ
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
な
が
ら
問
題
を
解

決
で
き
る
よ
う
支
援
・
援
助
し
て
い
ま
す
。

お
住
ま
い
の
担
当
委
員
が
分
か
ら
な
い
と

問
守
口
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
☎
06
・

6
9
9
2
・
3
0
3
1

合
葬
墓「
虹
の
丘
」（
合
葬
式
墓
地
）

　
飯
盛
霊
園
組
合
が
管
理
を
行
う
合
葬
式

の
お
墓
で
す
。

形式 内容 費用
合葬 直接、合葬室に埋

蔵 5万920円

合葬＋
個別安置

骨つぼに納めた状
態で10年間安置し
た後、合葬室に埋蔵

①10万1,840円
②12万7,300円

合葬＋記名
虹の丘の名板に氏
名などを刻字し、
直接合葬室に埋蔵

①15万2,770円
②20万3,690円

合葬＋個別
安置＋記名

虹の丘の名板に氏
名などを刻字し、
骨つぼに納めた状
態で10年間安置し
た後、合葬室に埋
蔵

①20万3,690円
②28万70円

対
①
関
係
市
（
大
東
・
守
口
・
門
真
・
四

條
畷
市
）
の
市
民
、
飯
盛
霊
園
墓
所
使
用

者
、
死
亡
時
に
関
係
市
の
市
民
だ
っ
た
埋

蔵
予
定
者
の
遺
骨
所
持
者
②
①
以
外
の
人

申
問
飯
盛
霊
園
組
合
か
生
活
安
全
課
の
窓

口
に
あ
る
使
用
許
可
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
で
飯
盛
霊

園
組
合
☎
0
7
4
3
・
78
・
1
1
9
5

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

入
賞
作
品
発
表

　
選
挙
管
理
委
員
会
と
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
は
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
審
査
の

結
果
、
次
の
作
品
を
入
賞
と
決
定
し
、
大

阪
府
審
査（
２
次
審
査
）に
出
品
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
順
不
同
・

敬
称
略
）。

小
学
生
の
部
：

【
特
選
】
大
川
陽
乃
果（
北
条
小
５
年
）、

松
本
咲
和（
住
道
北
小
５
年
）、
西
岡
直
輝

（
住
道
北
小
５
年
）大川陽乃果西岡直輝

松本咲和

【
入
選
】
横
田
悠
晟（
住
道
北
小
５
年
）、

榎
畑
希
海（
住
道
北
小
５
年
）、
須
堯
華
子

（
住
道
北
小
５
年
）、
川
上
葵
（
住
道
北
小

５
年
）

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
870
・
0

　

7
　

6
　

4Ｎ
Ｅ
Ｔ
１１９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

登
録

　

Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
や
携
帯
電
話
の
ボ
タ

ン
操
作
で
、
画
面
を
見
な
が
ら
チ
ャ
ッ
ト

形
式
で
119
番
通
報
が
で
き
る
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
で
す
。
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必

要
で
、
説
明
会
は
延
期
し
て
い
ま
す
が
登

録
は
可
能
で
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
者
で
聴
覚
、

音
声
機
能
ま
た
は
言
語
機
能
に
障
害
が
あ

時
と
き
　
所
と
こ
ろ
　
内
内
容
　
講
講
師
　
出
出
演
　
対
対
象
　
定
定
員

￥
費
用
　
￥0
無
料
　
持
持
ち
物
　
券
整
理
券
配
布
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売

他
そ
の
他
　
申
申
し
込
み
先
　
問
問
い
合
わ
せ
先
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

保
一
時
保
育
あ
り（
原
則
有
料
、申
込
要
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※�

定
員
・
申
込
な
ど
の
記
載
が
な
い

場
合
は
申
込
不
要

※�
携
帯
電
話
か
ら
本
誌
の
市
外
局
番
の

な
い
番
号
に
か
け
る
と
き
は
、
最
初

に
「
0
7
2
」
を
付
け
て
く
だ
さ
い

情
報
ボ
ッ
ク
ス

記号の見方

お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
の
た
め
、
誌
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
は
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
担
当
課
な
ど

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

参
加
や
来
庁
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
情
報
は
10
月
21
日
時
点
で
す
。

1
月
号
：
11
月
19
日
㈭

2
月
号
：
12
月
17
日
㈭

原稿の
締め切り日
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お
知
ら
せ

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

子
育
て

健　

康

掲
示
板

情報ボックス

り
、
音
声
に
よ
る
119
番
通
報
が
困
難
な
人

持
使
用
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
携

帯
電
話
、
身
体
障
害
者
手
帳

申
手
話
通
訳
が
不
要
な
人
：
大
東
消
防
署

通
信
指
令
室
（
来
署
を
希
望
す
る
日
の
７

日
前
ま
で
に
予
約
書
を
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
送

付
く
だ
さ
い
）

手
話
通
訳
が
必
要
な
人
：
障
害
福
祉
課

（
詳
し
く
は
、
大
東
四
條
畷

消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

問
大
東
消
防
署
通
信
指
令
室
☎
875
・
0

　

1
　

1
　

9　
FAX
871
・
5
6
5
4

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

整
骨
院
・
接
骨
院
、は
り
・
灸き
ゅ
う・

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
か
か
り
方

　
整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
に
よ

る
施
術
を
受
け
た
場
合
や
、
は
り
、
灸
、

あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
場
合
、

健
康
保
険
を
適
用
で
き
る
ケ
ー
ス
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
正
し
く
理
解
し
、
適
切
な

受
診
を
す
る
こ
と
で
医
療
費
の
適
正
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

①
整
骨
院
・
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
の
施

術
を
受
け
た
と
き
の
注
意

・
健
康
保
険
が
適
用
で
き
る
場
合
は
、
骨

折
、
脱
臼
、
打
撲
、
ね
ん
ざ
（
肉
ば
な

れ
を
含
む
）に
限
り
ま
す

　
※�

骨
折
・
脱
臼
は
、
緊
急
の
場
合
を
除

き
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同
意
が
必

要
で
す

・
肩
こ
り
、
腰
痛
、
筋
肉
疲
労
な
ど
に
対

す
る
施
術
は
保
険
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
・
柔
道
整
復
師
が
患
者
に
代
わ
っ
て
保
険

請
求
を
行
う
場
合
は
、「
療
養
費
支
給

申
請
書
」
の
施
術
箇
所
や
回
数
を
確
認

し
、
署
名
押
印
し
て
く
だ
さ
い

・
病
院
、
診
療
所
な
ど
で
同
じ
症
状
の
治

療
中
は
、
施
術
を
受
け
て
も
保
険
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん

②
は
り
、
灸
、
あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
を
受
け
た
と
き
の
注
意

・
保
険
の
適
用
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
医
師

の
発
行
し
た
同
意
書
ま
た
は
診
断
書
が

必
要
で
す

・
疲
労
回
復
や
慰
安
・
疾
病
予
防
を
目
的

と
し
た
も
の
は
保
険
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん

・
病
院
、
診
療
所
な
ど
で
同
じ
対
象
疾
患

の
治
療
を
受
け
て
い
る
間
は
、
は
り
・

灸
施
術
を
受
け
て
も
保
険
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん

・
柔
道
整
復
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き

は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、必
ず
領
収
書
を
受
け
取
り
ま

し
ょ
う

　

�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
☎
06
・

4
7
9
0
・
2
0
3
1
、
保
険
年
金
課
☎

870
・
9
6
2
9

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
場
合
は

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
遭
っ

た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
被
疑
者
（
加
害

者
）
を
不
起
訴
と
し
た
こ
と
に
納
得
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
そ
の
処
分
が
正
し
い

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
が
検
察
審
査

会
で
す
。

　
選
挙
権
を
持
つ
人
の
中
か
ら
く
じ
で
選

ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
こ
の
審
査
を
し

ま
す
。

　
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、
国
民
の

代
表
と
し
て
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
大
阪
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
四
検
察

審
査
会
事
務
局（
大
阪
地
方
裁
判
所
内
）☎

06
・
6
3
1
6
・
2
9
8
3

全国統一防火標語
その火事を　防ぐあなたに　金メダル

●寝たばこは、絶対やめる
● �ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する

● �ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火
を消す

● �逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
置する

● �寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐた
めに、防炎品を使用する

● �火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
などを設置する

● �お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣
近所の協力体制をつくる

４つの対策

住宅防火 いのちを守る 7つのポイント

住宅用火災警報器
－電池は大丈夫？ 鳴りますか？－

　住宅用火災警報器は、煙を早期に感知して火災
の発生を音声や警報音で知らせてくれます。いざ
という時のために、正常に作動するか定期的に確
認しましょう。

【作動確認】
　点検ボタンを押すか、点検ひもを引くと作動確
認ができます。作動確認しても住宅用火災警報器
に反応がなければ、本体の故障か電池切れです。

点検ボタン

点
検
ひ
も

秋の全国火災予防運動
11月9日～1５日

３つの習慣

問大東四條畷消防本部予防課☎872・2342

お
知
ら
せ
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記
号
の
見
方  

時
と
き  

所
と
こ
ろ  

内
内
容  

講
講
師  

出
出
演  

対
対
象  

定
定
員  

￥
費
用  

￥0
無
料  

持
持
ち
物  

券
整
理
券
配
布
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売

他
そ
の
他  

申
申
し
込
み
先  

問
問
い
合
わ
せ
先  

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス  

保
一
時
保
育
あ
り（
原
則
有
料
、申
込
要
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

情報ボックス

自
筆
証
書
遺
言
書
の
保
管
を

し
ま
せ
ん
か

　
法
務
局
で
は
自
筆
証
書
遺
言
書
の
保
管

が
可
能
で
す
。
遺
言
書
の
紛
失
や
改
ざ
ん

の
お
そ
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
阪
法
務
局
東
大
阪
支
局
☎
06
・
6

　

7
　

8
　

2
・
5
4
1
3

野
焼
き
・
野
積
み
・
不
法
投
棄

し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
許
さ
な
い
！

　
不
法
投
棄
な
ど
の
未
然
防
止
・
早
期
発

見
に
は
、
日
頃
か
ら
適
正
に
土
地
な
ど
の

管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
は
管
理
を
徹

底
し
、
野
積
み
や
不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い

環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

問
府
産
業
廃
棄
物
指
導
課
☎
06
・
6

　

2
　

1
　

0
・
9
5
7
2

児
童
虐
待
防
止
街
頭
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

時
11
月
2
日
㈪
午
後
3
時
～
4
時　
所

ポ
ッ
プ
タ
ウ
ン
住
道
オ
ペ
ラ
パ
ー
ク　
ス

ペ
イ
ン
広
場　
内
児
童
虐
待
防
止
啓
発

グ
ッ
ズ
の
配
布（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）　

他
ダ
イ
ト
ン
も
来
ま
す

問
家
庭
児
童
相
談
室
☎
875
・
8
1
0
1

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

　

地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に

備
え
、
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓

練
は
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
訓
練

で
、
市
以
外
の
地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す
。

時
11
月
5
日
㈭
午
前
10
時
ご
ろ

問
危
機
管
理
室
☎
875
・
0
2
1
1

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

休
日
に
交
付
し
ま
す

時
11
月
8
日
㈰
、29
日
㈰
、12
月
13
日
㈰
、

27
日
㈰
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分
（
早

め
に
終
了
す
る
場
合
あ
り
）　
所
市
民
課　

他
交
付
通
知
書
が
お
手
元
に
届
い
て
い
る

人
の
み
。交
付
時
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
通
常
業
務
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

問
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
☎
870
・
0

　

4
　

5
　

7
11
月
は
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
月
で
す

　
9
・
10
月
の
２
か
月
分
を
、
11
月
11
日

㈬
に
振
り
込
む
予
定
で
す
。
今
年
度
現
況

届
を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
来
年
1
月

期（
11
～
12
月
分
）以
降
の
審
査
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
支
援
グ
ル
ー
プ
☎
870
・
9

　

6
　

5
　

511
月
12
日
～
25
日
は「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す

　
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
・

性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。
誰

も
が
、
加
害
者
に
も
、
被
害
者
に
も
、
傍

観
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
、
社
会
全
体
で

あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
な
く
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
に

は
、
女
性
に
対
す
る
あ

ら
ゆ
る
暴
力
を
な
く
し
て
い
こ
う
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
人
権
室
☎
800
・
3
2
5
5

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
法
務
省
で
は
、
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
を
設
置
し
、
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
強

化
週
間
と
し
て
相
談
の
受
付
時
間
を
拡
大

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り

笑顔いっぱい　ＤＶのない社会を目指して「差別撤廃・人権擁護都市宣言」のまち大東

　大東市と四條畷市は、両市にまたがる西
日本最大級の戦国時代の山城・飯盛城跡の
国史跡指定をめざして、平成28年度から平
成30年度にかけて総合調査を実施しまし
た。このたび、調査成果をまとめた
『飯盛城跡総合調査報告書』を一般販
売することになりました。報告書に
は、両市が実施した発掘調査、石垣
調査や関連史資料調査など、飯盛城
跡の歴史的価値を明らかにした調査
成果を収録しています。
￥2,200円　●販売場所＝生涯学習課、歴史民俗資料館、市役所
情報コーナー、アクロス、サーティホール、キャンピィだいとう

飯盛城跡とは
　飯盛城は山頂を中心に曲輪・土塁・石垣・竪堀・堀切など多く
の防御施設を備えた城で、城域は東西400㍍・南北700㍍に広
がり、西日本最大級の規模を誇ります。最近の研究で、織田
信長に先駆けて近畿地方を制覇した最初の天下人・三好長慶
の居城として注目されています。

問生涯学習課☎870・9105

「飯盛城跡総合調査報告書」を
販売しています

発掘調査で発見された石垣
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お
知
ら
せ

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

子
育
て

健　

康

掲
示
板

情報ボックス

ま
す
。

時
11
月
12
日
㈭
～
18
日
㈬
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時
（
11
月
14
日
・
15
日
は
午
前

10
時
～
午
後
５
時
）　
内
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
、
職
場
な
ど
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題　
●
担
当
者
＝
人
権

擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員　

他
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
相

談
受
付
も
可　
●
相
談
電
話

＝
☎
0

　

5
　

7
　

0
・
070
・
810

問
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
☎
06
・
6

　

9
　

4
　

2
・
9
4
9
6

不
動
産
無
料
一
般
相
談

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
動
産
に
ま
つ
わ
る

困
り
事
、
悩
み
な
ど
の
解
消
を
め
ざ
し
、

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。
不
動
産
取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、

隣
地
と
の
境
界
や
草
木
に
よ
る
問
題
な

ど
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時
11
月
16
日
㈪
・
12
月
7
日
㈪
午
後
1
時

～
4
時（
１
回
30
分
以
内
）　
所
市
役
所

申
問
住
宅
都
市
政
策
課
☎
870
・
0
4
8
3

高
齢
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
を
お
手
伝
い

生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
家
事
な
ど
で
困
っ
て
い
る
高
齢
者
を
援

助
す
る
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

内
掃
除
、買
い
物
、草
取
り
、ご
み
出
し
、

布
団
干
し
、
外
出
付
き
添
い
な
ど　
対
18

歳
以
上
の
人（
高
校
生
を
除
く
）

自分から　広げてゆこう　おもいやり　あなたの優しさ　誰かを救う

生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を
す
る
た
め
に

は
、
養
成
講
座
の
受
講
・
認
定
が
必
要
で

す
。

時
11
月
16
日
㈪
、
12
月
17
日
㈭
、
来
年
１

月
14
日
㈭
午
後
1
時
30
分
～
3
時　
所
市

役
所　
定
各
15
人

申
問
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
812
・

6
5
7
1　
FAX
812
・
6
5
7
2

年
末
調
整
説
明
会

　
年
末
調
整
の
仕
方
、
法
定
調
書
の
作
成

方
法
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
11
月
18
日
㈬
午
後
2
時
～
4
時　
所
市

民
会
館（
キ
ラ
リ
エ
ホ
ー
ル
）　
対
源
泉
徴

収
義
務
者　
定
100
人（
事
前
予
約
制
）　
持

受
付
票
、
関
係
書
類

申
問（
公
社
）門
真
納
税
協
会
☎
06
・
6

　

9
　

0
　

8
・
0
6
3
1　

kadom
a@
nk-

net.co.jp

門
真
税
務
署
で
の

年
末
調
整
の
相
談
は
お
電
話
で

　
一
般
的
な
質
問
は
、
お
電
話
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
来
署
に
よ
る
具
体

的
な
相
談
は
事
前
に
お
電
話
で
相
談

日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
門
真
税
務
署
☎
06
・
6
9
0
9
・

0
　

1
　

8
　

1

●家族や夫との関係で、悩みを抱えている人
●�職場での人間関係や近所づきあいで悩ん
でいる人
●�心や体のこと、性に関すること、自分の生
き方に悩んでいる人

一人で悩まないで

女性の悩みサポートライン
〈電話相談〉

問アクロス☎869・6505

第1月曜日・金曜日…午前10時、11時、午後1時、2時
第3水曜日……………午後4時、5時、6時、7時
第4土曜日……………午後1時、2時、3時、4時

面接相談も行っています
（各回50分、事前予約要）

毎月

女性相談員が解決へのお手伝いをします。
秘密は厳守しますので、気軽に相談してください。

時 11月14日㈯午前10時～午後４時
16日㈪午後1時～ 7時

●相談電話＝☎869・５600
（ナンバーディスプレーは使用していません）

大
東
市
障
害
福
祉
計
画（
第
６
期
）

作
成
市
民
会
議
の
傍
聴

　
市
で
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
及
び
児

童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
大
東
市
障
害

福
祉
計
画（
第
６
期
）作
成
市
民
会
議
を
開

催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

時
12
月
16
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午　
所
市

役
所　
定
５
人

申
問
12
月
10
日
ま
で
に
障
害
福
祉
課
☎

870
・
9
6
3
0

寄
付

●
株
式
会
社
八
光
殿
か
ら
人
形
供
養
祭
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
収
益
金
を
児
童
福
祉
事
業
に

と
５
万
円　

●
株
式
会
社
双
葉
化
学
商

会
大
東
市
学
校
警
備
労
働
組
合
か
ら
福

祉
事
業
に
と
3
千
円　

●
大
東
の
小
天

狗
さ
ん
か
ら
福
祉
事
業
に
と
千
円

善
意
銀
行

●
自じ

彊き
ょ
う

術じ
ゅ
つ

体
操
ク
ラ
ブ
か
ら
福
祉
事
業
に

と
３
千
円

社
会
福
祉
基
金

●
藤
川
八
重
子
さ
ん
か
ら
5
万
円

お
知
ら
せ
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記
号
の
見
方  

時
と
き  

所
と
こ
ろ  

内
内
容  

講
講
師  

出
出
演  

対
対
象  

定
定
員  

￥
費
用  

￥0
無
料  

持
持
ち
物  

券
整
理
券
配
布
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売

他
そ
の
他  

申
申
し
込
み
先  

問
問
い
合
わ
せ
先  

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス  

保
一
時
保
育
あ
り（
原
則
有
料
、申
込
要
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

情報ボックス

とき 内容など ところ 問い合わせ先

11月18日㈬から配布開始
【世界人権宣言を学ぼう】
施設来館者に世界人権宣言全30条が記された冊子
を無料配布（無くなり次第終了・持ち帰り自由）

いいもりぷらざ
いいもりぷらざ
☎812・7900
FAX 812・7910

11月22日㈰～12月22日㈫ 大東市事業所人権推進連絡会会員事業所で募集し
た啓発標語の特選作品の発表

「だいとう」
12月号に掲載

人権室
☎870・0441
FAX 872・2268

12月7日㈪　午前9時 【人権社会見学　～晩秋の洛西を巡る～】
対市民　定 20人　￥ 3千円（昼食、拝観料含む） 京都の名勝地

北条人権文化
センター
☎877・6066
FAX 877・6067

月間中 図書館だより（「人権コラム」）を用いた啓発活動
（12月には資料展示を開催）

中央図書館
中央図書館
☎873・3523
FAX 873・3610

西部図書館
（来ぶらり南郷）

西部図書館
☎873・1451
FAX 873・1461

東部図書館
（来ぶらり四条）

東部図書館
☎812・6768
FAX 876・3577

　市は差別のない、人権が尊重されたまち“だいとう”をめざして、11月22日～12月22日を「差別撤廃・人権擁護都市
宣言」強調月間と定めています。“人権”を身近に感じ、理解し、考える機会として、さまざまな取り組みを行います。
私たちにとって、人権を尊重するということは、どういうことなのか、一緒に考えませんか。行事は変更する場合が
ありますので、参加希望の人はお問い合わせください。

「差別撤廃・人権擁護都市宣言」強調月間

問人権室☎870・0４４1　 FAX 872・2268

ダイトンをさが
せ！ 　表紙に隠れているダイトンを探して答えを応募しよ

う。正解者の中から抽選で3人にプレゼントが当たり
ます！

　本棚の前に頭だけ見えています。

10月号の隠れ場所 11月号のダイトンをさがせ！
　正解者にはおもちゃ・文房具の詰め
合わせセットをプレゼントします。

締め切り
11月26日㈭
（消印有効）

事業者募集！！
　正解者プレゼント
をご提供いただける
事業者を募集してい
ます！詳しくは電話
またはメールでお問
い合わせください。

●応募方法=はがきかメールに住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号、ダイトンが隠れている場所、広報「だいとう」の感想
を書いて〒574‐8555戦略企画室広報広聴グループ　 kohokocho@city.daito.lg.jp　他応募は1人1通。当選者の発表は
プレゼントの発送をもって代えさせていただきます。「隠れダイトンの解答」は次月号に掲載します

申問広報広聴グループ☎870・0403　 kohokocho@
city.daito.lg.jp　たくさんのご応募ありがとうございました。

読む本を
探してたんだよ。

今月も
みんなの応募
待ってるね♪

※写真は一例です


